
No.
文化財
指定 作品名 作者名 時代 員数 所蔵者

日本美術の精華
6 ◎ 絵師草紙 鎌倉時代（14世紀） 一巻

7 ◎ 天子摂関御影　天子巻・大臣巻 藤原為信、豪信 鎌倉～南北朝時代（14世紀） 二巻（四巻のうち）

8 ◎ 廐図屛風 室町時代（15世紀） 六曲一双

11 ◉ 檜図屛風 狩野永徳 安土桃山時代
天正18年（1590） 四曲一双 東京国立博物館

14 ◎ 萬国絵図屛風 江戸時代（17世紀） 八曲一双

18 四季図屛風 渡辺始興 江戸時代、延享4年（1747） 六曲一双

23 三蟲之図 横山華渓 江戸時代（19世紀） 一巻

25 十六羅漢図 伝　貫休 中国・宋～元時代
（10～14世紀） 四面（十六面のうち）

31 楼船管絃蒔絵香箱 室町時代（16世紀） 一合

32 蔦細道蒔絵文台・硯箱
（旧桂宮家伝来） 安土桃山時代（16世紀） 一具

33 松竹薔薇蒔絵十種香箱 江戸時代（18世紀） 一具

34 瓢形丁子風炉 江戸時代後期（18～19世紀） 一点

聖徳太子と法隆寺献納宝物

51 御物　聖徳太子二王子像
（唐本御影） 奈良時代（8世紀） 一幅 宮内庁

52 ◉ 法隆寺献物帳 奈良時代、天平勝宝8歳（756） 一巻 東京国立博物館

53 ◎ 摩耶夫人および天人像 飛鳥時代（7世紀） 四軀 東京国立博物館

54 ◉ 墨台 中国・唐時代または奈良時代
（8世紀） 一基 東京国立博物館

55 ◉ 水注 中国・唐時代または奈良時代
（8世紀） 一合 東京国立博物館

56 ◉ 匙 中国・唐時代または統一新羅時
代または奈良時代（8世紀） 三支 東京国立博物館

57 ◉ 竜首水瓶 飛鳥時代（7世紀） 一口 東京国立博物館

58 ◉ 伎楽面　治道 飛鳥時代（7世紀） 一面 東京国立博物館

59 ◉ 伎楽面　力士 飛鳥時代（7世紀） 一面 東京国立博物館

60 漆皮箱 奈良時代（8世紀） 一合

61
金絵香木把烏犀鞘刀子
碧瑠璃把緑地斑竹文樺巻鞘刀子
碧瑠璃把斑犀鞘刀子

奈良時代（8世紀） 三点

62 斑竹鞘 奈良時代（8世紀） 一点

♦♦  中期展示 11月26日 11月26日（木）（木）～12月20日～12月20日（日）（日）♦♦
● 所蔵者に記載のない展示作品は、皇居三の丸尚蔵館の所蔵品または収蔵する国有品です。　● 作品番号は、本展図録および展覧会場での出品番号です。
● 指定欄の◉は国宝、◎は重要文化財を示します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　● 前・中・後期ですべての作品が展示替えとなります。
● 都合により、展示作品が変更となる場合があります。

令和8年（2026）11月3日（火・祝）～令和9年（2027）1月24日（日）



63 魚帯 奈良時代（8世紀） 一点

64 唐組垂飾 飛鳥時代（7世紀） 一点

65 ◎ 聖徳太子絵伝 上野法橋、但馬房 鎌倉時代、嘉元3年（1305） 四面 東京国立博物館

66 木画箱 中国・唐時代（7～8世紀） 一点

67 賢聖瓢壺 中国・唐時代（7～8世紀） 一点

68 逆沢瀉威鎧雛形 平安時代（12世紀） 一点

大正―モダンと古典の融合
156 住吉詣 松岡映丘 大正2年（1913） 二曲一双

157 晴天鶴 山元春挙 大正5年（1916） 三幅対

158 春庭秋圃 小室翠雲 大正8年（1919） 対幅

159 武陵桃源・瀛洲神境 富岡鉄斎 大正12年（1923） 対幅

160 鳴門瀬戸 中川八郎 大正6年（1917） 一面

161 朝陽富士 和田英作 大正6年（1917） 一面

162 満洲鉄嶺 山本森之助 大正6年（1917） 一面

163 雨後 川合玉堂 大正13年（1924） 一幅

164 鯉 福田平八郎 大正10年（1921） 一面

165 丹鶴青瀾 平福百穂 大正15年（1926） 六曲一双 東京国立近代美術館

166 三熊野の那智の御山 山口蓬春 大正15年（1926） 一幅

167 東京名勝図・萬歳楽図衝立

島田佳矣、二十代堆朱楊
成、四代豊川楊渓、香川勝
廣、宮智一男、加藤陶壽
（友太郎）、竹内久一、三浦
光風、塚田秀鏡、白山松
哉、海野清、由井長、大島
如雲、板谷波山、二代濤川
惣助、平田宗幸、小堀鞆
音、飯田藤次郎、小倉倹
司、今村巳之助

大正4年（1915） 一基

168 鳳凰図花瓶 二代海野美盛、海野清 大正6年（1917） 一対

169 薩摩焼色絵菊桐透彫香爐 十三代沈壽官 大正6年（1917） 一点

170 歌絵蒔絵文台・重硯箱
［文台］江馬長閑　
［硯箱］神坂祐吉　
［図案］神坂雪佳

大正8年（1919） 一具

171 牡丹図綴錦屛風 川島織物 大正14年（1925） 四曲一隻

172 葆光白磁柘榴彫紋花瓶 板谷波山 大正11年（1922） 一点


